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１．はじめに 

昭和２９年、旧春日部市で市制が始まり、昭和３１年、当時の人口３万 3286 人、5934 世帯

の旧春日部市に春日部市地区長会が発足。以来、各自治会などの健全な発展と地域間相

互の連絡調整を図りながら、市との協調・連携を通じてより良い地域づくりに努め、平成１０

年には春日部市自治会連合会となりました。 

一方、昭和３９年、旧庄和町で町制が始まり、長く大字単位の地区長制でしたが、昭和６２

年（当時の人口１万 6521 人、2942世帯）ごろ、町が促し独立・設立された多くの市街地自治

会も新たに加え、庄和町区長会が始動。行政が掲げる区・自治会を主役にしたまちづくりを

推し進めてきました。 

そして、これら２つの連合体は両市町合併翌年の平成１８年に組織統合し、住民自治活

動はもとより市との連絡調整活動でも重要な役割を果たし現在に至っています。 

さて、この一年も昨年に引き続き新型コロナウイルスの影響により、自治会活動が制約さ

れる状況が続きました。そのような中でも、感染対策のためマスクを購入する、地元経済の

活性化のため市内共通商品券を会員に配布するなど、自治会としてできることを考え実施し

ている事例が見られました。 

今後も新型コロナウイルスの感染対策を継続しつつ、自治会活動を模索していく中で、自

治会の未加入者に自治会への理解を深めてもらうため 「“じちかい”って何だろう？自治会

ミニガイド」を作成し、令和４年３月から配布を始めました。 

また、自治会活動の再開や継続を支援するため、「春日部市コロナに負けない元気な自

治会応援給付金」の支給が決定し、自治会活動の活性化に向けて動き始めているところで

す。 

連合会では、これからも市民と行政のパートナーシップと「誰一人取り残さない」というＳＤ

Ｇｓの理念のもと、「地域の方々のためにできること」の実践を通じ、より良い地域コミュニティ

を会員の皆様とともにつくってまいります。この「自治会活動の手引」をその一助になるものと

してご活用いただきますようお願いいたします。

令和４年５月

春日部市自治会連合会

会 長  時田 美野吉（豊野地区自治会連合会）

副会長  並木  素 生（粕壁地区自治会連合会）

副会長  野村  三 男（内牧地区自治会連合会）

副会長  伊澤  秀 雄（武里地区自治会連合会）

副会長  小保方 敏美（豊春地区自治会連合会）

副会長  鈴木  敏 仁（幸松地区自治会連合会）

副会長  石田  慎 一（庄和地区自治会連合会）
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年 自 治 会 連 合 会 の 主 な 活 動
春日部市の人口及び
世帯数（10月１日現在）

昭和29年

春日部町､豊春村、武里村、幸松村、豊野村が合併し、旧春日部市の
誕生。
川辺村、南桜井村、富多村、宝珠花村が合併し、旧庄和村の誕生。（昭
和39年、旧庄和町の誕生。長く地区長制が続く。）

（旧春日部）

32,124人／ 5,709世帯
（旧庄和）

14,684人／2,457世帯
（ともに7月1日現在）

昭和31年
春日部市地区長会の発足。昭和52年以降の定期総会は鬼怒川で開
催。昭和62年からは研修会、昭和63年からは講演会も開始。

（旧春日部）

33,286人 ／5,934世帯

昭和62年

（旧庄和）この頃、市街地自治会の新設・大字区からの独立が町により促さ
れ、住宅地に誕生した自治会を加えた庄和町区長会が始動。区・自治
会毎に受持ち町職員を配置する地域担当者制や予算公聴集会などとと
もに、区・自治会を主役にしたまちづくりを開始する。

（旧庄和）

36,377人／9,471世帯

平成２年 （旧春日部）公職選挙法遵守決議宣言
（旧春日部）

188,912人／59,623世帯

平成８年 （旧春日部）地区長会報の発行開始。
（旧春日部）

201,376人／68,833世帯

平成10年 （旧春日部）地区長会が廃止され、旧春日部市自治会連合会が発足。
（旧春日部）

203,122人／71,461世帯

平成17年
旧2市町が10月に合併し、新春日部市の誕生。旧庄和町区長会は庄和
地区自治会連合会と改称。自治会活動の手引の発行開始。

（以降、新春日部市）

243,069人／93,368世帯

平成18年
臨時総会で旧２連合会が統合。7地区195自治会（現199）の新春日部市
自治会連合会が発足。（粕壁24､内牧11､武里39､豊春27､幸松23､豊野14､庄和57）

242,082人／94,564世帯

平成20年 自治会加入促進対策特別事業の実施。地域貢献表彰の開始。 240,991人／96,515世帯

平成23年
自治会加入促進・自主防災啓発特別事業、東日本大震災被災者への
義援金及び支援金の募金活動(～H29)の実施。

240,769人／100,008世帯

平成24年
以降、東部地域振興ふれあい拠点施設で定期総会を開催。自治会加
入促進特別事業の開始。自主防災啓発特別事業(～H26)の実施。

239,991人／99,654世帯

平成25年
宅地建物取引業協会埼葛支部および市との3者で自治会加入促進に
関する協定の締結。自治会加入状況等に関する調査の実施。

239,184人／100,552世帯

平成28年
自治会加入促進・自治会活性化等特別事業の開始。熊本地震被災者
への義援金募金活動（～翌年度）の実施。

236,487人／103,353世帯

平成29年
会報のカラー化。自治会運営相談窓口の創設。自治会加入状況等に
関する調査の実施。地域貢献表彰で団体表彰の開始。糸魚川市大規
模火災義援金募金活動の実施。

235,991人／104,508世帯

平成30年 自治会連合会ホームページの創設。 234,824人／105,361世帯

平成31年
令和元年

自治会加入促進・自治会活性化等特別事業実施の一環で、藤まつりパ
レードでの啓発活動、かすかべ自治会カード事業の開始。

234,234人／106,633世帯

令和２年
コロナ禍で書面表決での総会。市SDGｓ事業への協力を事業化。自治
会活動写真コンテストの実施。カード事業冊子第2弾発行。

233,558人／108,090世帯

令和３年
　「“じちかい”って何だろう？自治会ミニガイド」の作成。
「春日部市コロナに負けない元気な自治会応援給付金」の支給が決定。

233,196人／109,590世帯

より詳細な歩みは連合会ホームページに掲載されています。

２．春日部市自治会連合会の主な歩み
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３．自治会とは 

自治会は、自分たちにとって住みよいまちをつくろうと地域の人々が集まり、親睦を深めな

がら皆で地域の問題や課題を解決し、これをきっかけに良好なご近所関係（地域コミュニティ）

をもつくっていこうと、自主的に活動している任意の団体です。皆さんの地域にも、ゴミ集積

所の維持の仕方、災害時対応や防犯対策、高齢世帯や子育て世帯への支援や見守りなど、

生活者として「何とかしたい」と感じている課題が存在すると思います。それらを「自分事」とし

て皆で一緒に考え、各々のできる範囲で無理なく、そしてアイディアにより誰もが「楽しみな

がら」取り組んでいけるよう工夫し、「持続可能な自治会活動」としていきたいものです。 

一方、多くの自治会で活動の担い手不足が問題になっているかと思います。下図をご覧

ください。地域を見渡してみると、それぞれの専門分野にノウハウを持つ NPO や

市民団体などが存在しています。NPO 等は、文化・イベント・環境・福祉・子

育て・防災・スポーツ・・・などの個別テーマに関心のある人々のグループ

で、その活躍の場を求め非常に熱心に活動しています。みなさんの自治

会でも、このような団体と協力し地域の課題に一緒に取り組んでいくことが

できるかもしれません。興味関心のある人々を巻き込んだ自治会活動が

「自発的」で「熱心」な、そして「楽しみながら」「継続」していける活動につなが

ります。なお、NPO 等の団体情報は、市民活動センター“ぽぽら春日部”のホームページで

紹介されています。 

そもそも「まちづくり」は、様々な場所でくり広げられている皆さんの手による「住みよい地

域づくり」の集大成とも言えます。「まちづくり」の主役は住み集う皆さんで、行政との協働で

進められるものです。市でも平成２２年４月に自治の基本ルールを定めた「自治基本条例」

がつくられ、市民・議会・市役所が「共に考え、共に協力し、共に行動するまちづくり」を推進。

更に、平成２０年につくられた「市民参加推進条例」では、パブリックコメントや審議会委員公

募の手続などを決めて協働によるまちづくりが進められています。

行  政 民  間

地縁団体
地域コミュニティ

自治会

志縁団体
テーマコミュニティ

NPO・市民団体
各種団体

持続可能な 

自治会活動の 

ヒ・ン・ト 
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４．自治会活動の内容 

地域は、住民が生活する場であり、子どもたちの教育の場であり、人と人が交流する場で

あり、地域問題を解決する場でもあります。自治会は地域における自治組織として幅広く取

り組んでいますが、少数で出来るものではなく多くの住民の参加協力が必要です。現代の

社会は労働時間もまちまちで、家族形態も多様化し、共働きや高齢者の単身世帯が多くな

っています。地域住民一斉に活動する時間が少なくなっています。従来のやり方を押し付け

るのではなく、各々の地域に合ったやり方で参加方法や時間などを工夫することが自治会

活動の継続にはとても大切です。 

一般的に自治会は、生活の場を維持改善、充実していく代表的機能として以下の７つの

機能を持ち、地域の包括的問題や課題に取り組んでいます。 

１．親  睦 夏祭り、盆踊り、体育祭、その他の文化・スポーツ活動、旅行・ハイキングなど、

地域の人々同士が知り合う機会となるもの。 

２．相互扶助 非行防止、青少年健全育成、子ども会、敬老会の活動、バザー、地域によ

っては葬式の手伝いなど。 

３．安心・安全 災害発生に備えた防火・防災訓練、街灯や防犯灯の維持管理、防犯パト

ロール、交通安全活動など。 

４．環境整備 河川・道路・公園の清掃、資源回収など。 

５．行政補完 広報等の配布、各種募金活動への協力、公共事業への協力など。 

現在、自治会連合会では市からの業務委託契約を請け、各自治会により会員世帯への

広報かすかべなどの配布を行っています。その他、警察から委嘱された地域防犯推進員や

市から委嘱されたクリーンかすかべ推進員を通して、防犯や美化の活動にも取り組んでいま

す。その他、保護司、民生委員・児童委員についても自治会長が推薦します。また、社会福

祉協議会の活動にも各自治会の力は欠かせません。行政のあらゆる分野と関わりがあり、自

治会の協力なしでは行政の施策が進められないことがたくさんあります。 

６．要望・要求 信号機の設置、街路灯、ガードレール、歩道や水路の整備などについて 

地域の総意として行政などへ伝えます。 

７．総合調整  他の自治会や NPO団体、地域での開発を行う業者、諸機関等との連絡 

窓口となり、地域の総意を伝えたりしながら調整し、時には協働していくこ 

ともあります。 

その他、地震・洪水などの災害時に自治会からボランティアを派遣するなど活動も広がっ

ています。
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５．自治会の運営 

自治会運営には、役員、活動内容、運営方法などを定める規約が必要です。一般的な規

約は以下のような項目から構成されています。 

〔ピラミッド型は基本形〕 

多くの自治会では会長、副会長、会計、各事業部長、組長・副組長、班長、副班長など、

ピラミッド型の組織で構成され各世帯の住民はこの組織を通して様々な活動に参加します。 

〔事業展開は適材適所形〕 

個別の事業を展開するにはピラミッド型組織でなく、目的ごとに適材適所の集団（部会な

ど）をつくると効果的です。その事業に興味・関心または知識・経験のある会員を募集して、

特技・能力を生かした活動を促します。更に、NPO や各種市民団体（4 ページ）などと協力で

きれば、これまでと違った魅力が増すかもしれません。 

夏祭り部会

まちづくり
委員会

会長

副会長・班長・組長・
各世帯まで
つながる

ピラミッド型組織

会計

福祉委員会

広報委員会

写真が趣味の人、
パソコンに詳しい
人など

イベント企画の好きな
人や経験のある学生さ
ん、ワイワイ体を動かす
ことが好きな人… 

介護経験のある
人、福祉のボラン
ティアをしている
人、福祉の勉強
をしている学生さ
ん… 

災害に強いまちづく
りや、安全で気持ち
良い街並みにしたい
と思っている人… 

名称及び事務所 

区域  

目的および活動 

会員、会費 

規約の変更 

集会施設使用 

役員、役員会 

事業計画及び予算、事業報告および決算・総会 

（総会種類、審議事項、開催要件・条件、議決）  

資産（構成・管理） 

会計、資産台帳   など。 

活用したい貸出図書 利用希望者は市民参加推進課まで（複数冊あります）  

【 自治会・町内会お悩み解決実践ブック 】 今日的な課題・トラブルに向き合い、時代に即した解決策

を提唱。先進事例を知り、今、求められる開かれた自治会運営を解説します。 著者は連合会の令和元

年度研修会の講師。 連合会ホームページ「2020.2.5 研修会・・・」のトピックに情報があります。
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６．リーダーの役割 

自治会は住民の直接参加による最小の自治体とも言われ、自主性・任意性を重んじる団

体です。その長や役員の役割は大変重要で、活動が活発で住民参加が多い自治会は、 

住民の声を聞くシステムがある        継続する行事と新規の行事に取り組んでいる 

役員が研鑚している              役員同士の総意で会が運営されている 

 新旧役員のバランスが取れている     その地域の特性に詳しい 

役員の個性が生かせている 

等の特徴があり、チームワークが大切であることが伝わってきます。 

特にリーダーは実行力・行動力・熱意・奉仕の精神が求められ、統率力・調整力・公平性

が必要とされています。全国の自治会の中には、役員経験者が自治会への強力なサポータ

ーとしてＯＢ会を組織したり、自由な意見や提案を受け付ける仕組みを整え、それを協議し

たりするなどの工夫をする自治会が増えてきています。 

また、役員の交代に備えて、自治会内の仕事内容のほか、外部団体などから引き受

けている役職や出席しなければならない会議等を記録しておくと、上手にリーダーの

引継ぎができます。

７．自治会連合会への加盟 

既存団体からの分離自治会や、新設もしくは既存未加盟自治会（集合住宅等含）が春日部

市自治会連合会に加盟するには、令和３年４月１日から以下の手順となりました。 

（１）自治会相談窓口（連合会事務局）での事前相談。 

（２）各地区自治会連合会での状況審査・自治連への推薦承認 

 一般自治会は概ね１００世帯以上、集合住宅自治会では概ね５０世帯以上を目標値とし

て組織し、活動していること。 

 連合会・地区連合会の業務に対する協力見込みが得られること。 

 周辺自治会との調整が行われていること。 等 

（３）連合会に「加盟申込書」の提出。 

（４）連合会理事会での承認。→【加盟】

（５）連合会総会での報告 

7



８．自治会活動の進め方 

各自治会では、規約や積み重ねられたノウハウやルールに従って、住民共通の利益と親

睦を図るための活動が行われます。その運営は民主的であることはもちろんですが、合議制

による会議運営、役割分担ができる組織づくり、明朗な会計・適正な予算執行に努め、「い

つでも情報が開示できる」運営により、自治会会員から信頼を寄せられることが大切です。 

このためには「明朗で適正な」予算執行を常に心がけ、会員から疑義を抱かれないように

することが重要となってきます。 

【 自治会の規約 】 

既存会員や新たな転入者にも「開かれた自治会」であるためには、会の設置目的や運営

方法など大切な事を明文化した会則が一般的に設けられます。制定・改定の場合は総会の

場での会員総意での決定が必要です。 

【 事業計画 】

自治会活動の年間指針となるものです。会員の意見を反映しながら地域の特色を生かし

た、その時々に必要とされる新しい企画を計画します。 

【 予算書 】 

自治会の収入としては、会費のほかに寄附金、市業務委託料、預金利子などの雑収入が

あり、これらを収入科目にします。支出科目は、会議費・事業費・負担金・助成金・予備費な

どの他、備品費・光熱水費・報酬・交際費・修繕費など自治会の実情により必要とする科目

を掲げます。年度末には会計を含む役員で来期の予算案を練り上げます。 

予算を編成する場合、原則的には一つの会計だけで運営するのが望ましいのですが、自

治会館建設費・災害時積立金等の特に多額の費用を要する案件は、一般会計と区別して

特別会計とするのが一般的です。 

【 収入の処理 】 

収入科目毎に整理した一覧帳簿を作成し、収入年月日・収入先・金額・金額積算内容など

の明細を記録。あわせて、収入を証する書類（通知書など）を日付順に整理し保管します。収

入には行政連絡等業務委託料も含まれます。これは、広報紙の配布 や行政からの各種回

覧等を市から委託される際の経費で、連合会を通じて各自治会の口座に振込入金されます。

委託料は各自治会会員の総意で使途先を決めることができます。下記例示のように総会決

算書にも明示し、市への業務報告として提出ください。 

項目 予算額 決算額 比較 説明 

市業務委託料 180,000 180,000 0 地区割額 50,000 円+世帯割額 650 円×200 世帯 

活用したい貸出図書 利用希望者は市民参加推進課まで（複数冊あります）  

【 自治会PTAの書類のつくり方 】 会報・ポスター・会計・図を用いた資料づくり等のパソコン作業で、ワ

ードやエクセルを活用して「映える」印刷物作成や機能的なデータ管理等を解説。サンプル CD有。 

委託料の算出過程を示すこ
の部分も明記ください。
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【 支出の処理 】 

支出科目毎に整理した一覧帳簿を作成し、支出年月日・支出先・購入品名・金額・金額

積算内容などの明細を記録。あわせて、支出を証する書類(領収書・口座振替伝票など)を日付

順に整理し保管します。帳簿と口座での支出累計に相違がないか確認します。 

 現金出納  

班や組等で集めた会費を預かり、また、自治会館・集会所の利用料、公衆電話使用料等を

定期回収し、これら現金を速やかに自治会口座に入金して、帳簿と口座での収入累計に相違

がないか確認します。事業実施時には必要な現金を準備して、認められた支出先への支払い

を行います。これらの際は、前述の収入・支出の処理のとおり整理しながら進めます。他に、役

員変更の際は金通帳・各種公共料金等の名義の変更手続きも行います。 

 会計報告/決算書 

会計年度(４月１日から翌年３月３１日までが多い)が終了したら、１年間の収入・支出の状況を

一覧にした決算書を作成し監査を経て総会で報告します。決算書は収入と支出の科目ごと

に作成した帳簿を集計したもので、作成時には収入と支出を科目毎に帳票類を照らし合わ

せて、金額の出し入れに間違いが無いかどうかの確認を行い、最終的な残高は次期会計

年度への繰越金となります。決算書が完成したら、挙証書類や預金通帳・定期預金証書な

どを添えて監査を受けます。 

 財産管理 

資産管理台帳･備品管理台帳等を整え、これに基づき所在･個数・状態を把握しておきま

す。耐用不可品もしくは不在品を発見した場合は速やかに自治会長等役員に報告します。 

【 監査 】 

監査担当者は、予算の執行状況や財産の管理状況について点検し、その結果を役員会

や総会に報告します。監事は、監査を通じて会の目的に沿った事業が進められているかを

確認するという職務を担っています。実際に書類を調べることもなく監査報告書に記名・捺

印するようなことは厳禁です。以下の点に留意して行います。 

帳簿や決算書の金額に記入誤りや計算上の誤りはないか。

帳簿や決算書の金額と領収書等の挙証書類の金額は一致しているか。また、挙証書類は

すべて揃っているか。 

決算書の収入・支出の差引残高(繰越金)は通帳残高と一致しているか。 

資産状況について、適切に管理されているか。 

【 総会 】 

通常、総会は年１回年度はじめ（事業年度終了後の２か月以内が一般的）に行われます。会員

の総意による自治会の最高決定機関として、前年度の事業報告・決算報告・監査報告や、

当該年度の事業計画・予算書の承認、役員の選任、その他重要事項を決議します。 

活用したい貸出図書 利用希望者は市民参加推進課まで（複数冊あります）  

【 初めてでもできる「会計」 】 親しみやすい、易しい解説。会計・監査の実務にとどまらず、その意義や

自治会活動の本質も再確認できる。お困りごとの解決例も。各種書類の見本も満載。 
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９．諸変更届 

 いずれの届出書も該当事項に変更があった際は速やかに提出します。次ページ以降に

掲載している届出書をコピーして使用できます。（いずれも市民参加推進課あてに提出）

（１）自治会長・区長・地区長・町会長 異動届 

新旧代表者の押印を要します。交代する期日も明示ください。自治会長宅が広報等の

配送先になっている場合は、次項（２）の届も提出してください。また、認可地縁団体の場

合は、下記（３）の届も必要です。 

（２）広報紙配布部数等変更届 

①表組の項目部分の「前号まで」「次号から（  月号）」は、「広報かすかべ○月号」の

意味です。広報○月号の自治会での仕分け配布作業は〇月の前月末に実施されま

すが、この「作業する月の分から」という意味で記入すると、錯誤の原因となりますので念

のため注意ください。 

②書式の「申込者」の部分に「No.」欄がありますが、各自治会に広報等が納品された時

の梱包表示紙に記載されている4桁の番号です。この番号を告知いただくと、変更箇

所を迅速確実に把握できます。 

（1000～粕壁地区／2000～豊野地区／3000～豊春地区／4000～内牧地区／ 

5000～幸松地区／6000～武里地区／7000・8000～庄和地区） 

（３）認可地縁団体に関する諸変更届 

認可地縁団体となっている自治会は、更に必要な手続きを案内しますので、37 ページ

「認可地縁団体」の項も参照ください。 

（４）その他 

自治会の連合会への新規加盟や、業務委託の内容にも関係してくる自治会の解散な

どについては、直接、連合会事務局にお問合せください。 

パソコンで作成する方は、連合会ホームページ、最初の画面（下方へ続いています）
の中ほどにある「様式集ダウンロード」のアイコンから掲載様式の一覧へ展開します。

お勧め
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自治会長・区長・地区長・町会長 異動届 

下記のとおり、令和  年  月  日から代表者を交代したので提出します。

自治会・区

地区・町会名

旧 代表者氏名 印

ふりがな

新 代表者氏名 印

新 代 表 者

住 所

〒３４４－ 

春日部市

新代表者

電話番号

自  宅 ０４８（     ）

携帯電話

印を付けて
ください 

   （     ）

□ 常時、携帯電話への連絡を希望します。

□ 緊急時のみ、携帯電話への連絡を希望します。

個人情報取扱

・裏面「春日部市自治会連合会名簿の取扱いについて」に基づき

管理することにご理解ご協力をお願いいたします。

・【任意】「春日部市自治会連合会ホームページ」において各自治

会の情報を掲載しております。会長氏名の掲載に同意される場

合は、下記に をお願いいたします。

□ ホームページへの氏名掲載に同意します。

備 考

※その他、連絡事項がありましたらご記入ください

令和  年  月  日

新 代表者氏名               

春日部市自治会連合会会長 様 

【事務局記入欄】 広報確認 名簿更新 GIS 更新 原簿更新

（在任

 年 か月

自治会長宅が広報等の配送先になっている場合は、次ページの書式②の届も提出してください。 

この手引の 40 ページ
に掲載しています。 

11



様式第９号

令和  年  月  日 

広報紙配布部数等変更届

春日部市長 あて 

住   所             

届出者 氏   名             

電 話 番 号             

配布先名称 №           

広報紙等の配布に関して変更等が生じたので、下記のとおりお知らせします。 

新規・変更・削除（←該当するものに○をしてください） 

項 目 前月号まで 次月号（広報  月号）から 

配布先名称   

配布先   

配布先住所   

電話番号   

配布部数   

回覧部数   

備 考   

※毎月５日(閉庁日の場合、直前の開庁日)締め、翌月から反映 

※該当する個所のみ記入してください。 

自治会等受付専用（市民参加推進課扱）

一覧入力  

反映号月 

毎月５日までに連絡いただくと、変更が反映されるのは連絡月下旬配布の「広報かすかべ翌月号」です。 

例）広報かすかべ７月号（６月下旬配布）からの変更希望は６月５日までの届出が必要です。 

【書式②】

広報梱包紙に記載があります
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１０．春日部市自治会連合会会則 

（名称） 

第１条 この会は、春日部市自治会連合会（以下「連合会」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 連合会は、明るく住みよいまちづくりのため、自治会、町会等の相互の連携を密に

し市との連絡協調を図り、地域住民の生活環境及び市民福祉の向上に寄与することを目的

とする。 

（組織） 

第３条 連合会は、本会の目的に賛同する自治会、町会等 （以下「自治会」という。）をも

って組織する。 

２ 連合会に、別表第１のとおり地区自治会連合会（以下「地区連合会」という。）を置く。

（事業及び業務） 

第４条 連合会は、第２条の目的を達成するため次の事業を行う。 

（１）自治会相互の連絡に関すること。 

（２）行政機関及び関係団体との連絡協調に関すること。 

（３）行政機関からの業務委託に関すること。 

（４）運営委員の慶弔及び表彰に関すること。 

（５）その他本会の目的を達成するために必要な事業。 

（運営委員） 

第５条 連合会の運営の円滑化を図るため、連合会に運営委員を置き、各自治会の会長をも

って充てる。 

（役員） 

第６条 連合会に次の役員を置く。 

（１）会 長  １名 

（２）副会長  ６名 

（３）理 事 ２８名（会長及び副会長含む。） 

（４）事務局長 １名 

（５）会 計  １名 

（６）監 事  ３名 

（役員の任期） 

第７条 役員の任期は次のとおりとする。 

（１）前条第一号、第二号及び第三号役員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

（２）前条第四号、第五号及び第六号役員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

（３）補欠のため選任された役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（４）役員は、その任期が満了した場合においても後任者の就任するまで引続きその職務を

行う。 

（役員の選任） 

第８条 役員は次の方法で選出し、総会において承認を得るものとする。 

（１）理事の選出地区連合会は別表第２によるものとし、各地区連合会において自治会長 

の互選による。ただし、理事の選出数は必要に応じ理事会において変更することがで 

きる。 

（２）会長及び副会長は、理事の互選による。 

（３）事務局長及び会計並びに監事は理事以外の運営委員のうちから理事会において選出 

  する。 

（役員の職務） 

第９条 役員の職務は次のとおりとする。 

（１）会長は、連合会を代表し、会務を総理する。 
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（２）副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代理する。ただし、会長

職務代理者は副会長の互選による。 

（３）理事は、連合会の運営に関する事項を審議する。 

（４）事務局長は、連合会の事務を統括する。 

（５）会計は、連合会の会計業務にあたる。 

（６）監事は、連合会の会計を監査し、その結果を総会で報告する。 

（顧問） 

第１０条 連合会に顧問を置くことができる。 

２ 顧問は、理事会の同意を得て会長が委嘱する。 

（会議） 

第１１条 連合会の会議は、次のとおりとする。 

（１）総 会 

（２）理事会 

（３）正副会長会 

（総会） 

第１２条 総会は、年 1回開催する。 

ただし、会長が必要と認めたとき及び全役員の２分の１以上から開催の要請があったとき

は、臨時に開催することができる。 

２ 総会は、連合会の運営委員又は当該運営委員から委任を受けた者をもって構成する。 

３ 総会に付議する事項は、次のとおりとする。 

（１）会則の制定及び改廃に関すること。 

（２）事業計画及び予算に関すること。 

（３）事業報告及び決算に関すること。 

（４）役員の承認に関すること。 

（５）その他本会の運営について重要な事項に関すること。 

（理事会） 

第１３条 理事会は、会長が必要と認めたとき及び理事の２分の１以上の要請があったとき

は、開催するものとする。 

２ 理事会に付議する事項は、次のとおりとする。 

（１）総会に付議する事項に関すること。 

（２）総会で定めるもののほか、本会の運営に関すること。 

（３）その他会長において必要と認めること。 

（正副会長会） 

第１４条 正副会長会は、会長が必要と認める会議の方針及び会議の原案、その他緊急事項

等について審議し処理する。 

（招集及び議長） 

第１５条 総会並びに理事会及び正副会長会は、会長が招集する。 

２ 総会の議長は、理事のうちから総会で選出する。 

３ 理事会及び正副会長会は、会長が議長となる。 

（定足数及び表決） 

第１６条 会議は、構成員の半数以上の者が出席しなければ開くことができない。ただし、

総会においては、委任状をもって出席にかえることができる。 

２ 議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数の場合は議長の決するところによる。 

（会計） 

第１７条 連合会の経費は、会費・補助金その他の収入をもって充てる。 

２ 会費は、別途定める。 

（会計年度） 

第１８条 連合会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日をもって終わる。 
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（経費の支弁） 

第１９条 役員が出張したときは、その経費を支弁することができる。 

（事務局） 

第２０条 連合会の事務局を、春日部市役所自治組織主管課内に置く。 

（委任） 

第２１条 この会則に定めるもののほか、会務の執行に関し必要な事項は、会長が理事会に

諮って定める。 

附則 

１ この会則は、平成１０年８月５日から施行し、平成１０年４月１日から適用する。 

２ 春日部市地区長会会則（昭和３１年４月１日制定）は、廃止する。 

附則 

１ この会則は、平成１５年５月１４日から施行し、平成１５年４月１日から適用する。 

附則 

１ この会則は、臨時総会の議決後（平成１８年２月１８日）、平成１８年４月１日から 

施行する。 

附則 

１ この会則は、令和２年５月１３日から施行し、令和２年４月１日から適用する。 

別表第１（第３条関係）

地 区 自 治 会 連 合 会

粕 壁 地 区 自 治 会 連 合 会

内 牧 地 区 自 治 会 連 合 会

武 里 地 区 自 治 会 連 合 会

豊 春 地 区 自 治 会 連 合 会

幸 松 地 区 自 治 会 連 合 会

豊 野 地 区 自 治 会 連 合 会

庄 和 地 区 自 治 会 連 合 会

別表第２（第８条関係）

地 区 自 治 会 連 合 会 理事選出数 

粕 壁 地 区 自 治 会 連 合 会 ５

内 牧 地 区 自 治 会 連 合 会 ２

武 里 地 区 自 治 会 連 合 会 ６

豊 春 地 区 自 治 会 連 合 会 ５

幸 松 地 区 自 治 会 連 合 会 ３

豊 野 地 区 自 治 会 連 合 会 ３

庄 和 地 区 自 治 会 連 合 会 ４
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１１． 春日部市自治会連合会慶弔及び表彰規程 

（趣旨） 

第１条 この規程は、春日部市自治会連合会（以下「連合会」という。）会則第２１条の規

定に基づき、会員等の慶弔及び表彰について必要な事項を定める。 

（慶弔の基準） 

第２条 連合会は、次の各号に該当する場合に祝金等を支給する。 

 (１) 自治会が集会施設を新築した場合   祝金１０，０００円 

 (２) 自治会会長が病気のため、２週間以上入院（ただし、同一の病気に起因する複数回

の入院は除く。）した場合   見舞金５，０００円 

 (３) 自治会会長が死亡した場合   香典１０，０００円及び花輪１基または生花 

 (４) その他連合会会長が必要と認めた場合 

（表彰） 

第３条 連合会会長は、自治会会長としてその職にある者又はあった者で、その業績が顕

著なものであると認められるときは、理事会に諮り表彰する。 

２ 表彰は、永年勤続者表彰及び退任者表彰とし、範囲、資格及び内容は別表による。 

３ 連合会会長は、春日部市長による表彰を依頼することができる。 

４ 前２項の規定にかかわらず、連合会会長が必要と認めた場合は、この限りでない。 

（在職年数の計算） 

第４条 在職年数は、満年をもって計算する。ただし、過去に在職歴がある場合は通算し

て計算するものとする。 

附 則 

１  この規程は、平成１０年４月１日から施行する。 

２  春日部市地区長会弔慰金及び見舞金に関する規則（昭和６２年４月１日制定）は、廃

止する。 

附 則 

１  この規程は、平成１５年５月１４日から施行し、平成１５年４月１日から適用する。 

附 則 

１  この規程は、令和２年１２月１８日から施行し、令和２年７月１日から適用する。 

別表（第３条関係） 

永年勤続者表彰 退任者表彰 

対象者の範囲 

及び資格 

在職期間が５年以上その職にあ

る者又はあった者で、その業績

が顕著であると認められるもの

に対し５年毎 

在職期間が２年以上その職にあっ

た者（表彰前に死亡した者を含む。）

で、その業績が顕著であると認めら

れるもの 

内 容 表彰状及び記念品 表彰状 
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１２．春日部市自治会連合会地域貢献賞表彰要領 

（目的） 

第１条 この要領は、市内各地区において、顕著な地域貢献活動を行ったものに対

し地域貢献賞（以下「貢献賞」という。）の表彰を行うことにより、安心安全な

地域づくりを図るとともに、自治会の存在を広く市民にＰＲすることで自治会活

動の充実を図り、もって地域社会の健全な発展に資することを目的とする。 

（貢献賞） 

第２条 貢献賞は、春日部市自治会連合会（以下「連合会」という。）に属する自治

会会長の推薦により、次の各号のいずれかに該当するものに授与する。 

 (1) 次条各号のいずれかに該当する地域貢献活動を３年以上継続して行った個人 

 (2) 次条各号のいずれかに該当する地域貢献活動を８年以上継続して行った団体 

 (3) 前２号に掲げるものに相当すると自治会会長が認めたもの 

（選考基準） 

第３条 貢献賞の対象となる地域貢献活動は、次に掲げるものとする。 

 (1) 公共生活への貢献活動 公共物の保護、公衆道徳の普及又は実践その他公共社

会のために尽くした活動 

 (2) 生活安全への貢献活動 交通整理、交通指導、地域パトロールその他の事故防

止又は防犯に尽くした活動 

 (3) 環境美化への貢献活動 清掃、樹木若しくは草花の植栽等による生活環境美化

改善又は環境衛生の保持改善に尽くした活動 

 (4) 青少年指導への貢献活動 非行少年の補導、青少年の教育その他青少年の指導

育成に尽くした活動 

 (5) 社会福祉への貢献活動 高齢者又は社会的弱者に対する慰問、激励、介護その

他の各種奉仕等によって社会福祉に尽くした活動 

 (6) 自然と文化財保護への貢献活動 自然環境の保護改善又は文化財の保存若し

くは保護に尽くした活動 

 (7) 人命救助又は災害防止への貢献活動 人命救助又は災害を未然に防止した行為 

 (8) その他 前各号に掲げるもののほか、表彰するに値するその他の活動 

（表彰の方法） 

第４条 表彰は、春日部市自治会連合会会長（以下「連合会会長」という。）が表

彰状（様式第１号）に記念品を添えて行う。 

２ 連合会会長は、春日部市長（以下「市長」という。）に連名による表彰を依頼

することができる。 

（表彰の時期） 

第５条 表彰は、毎年度連合会会長が定める日に行う。 

（候補者の推薦） 

第６条 自治会会長は、第２条の規定に該当するものがいると認められるときは、

表彰候補者推薦書（様式第２号）を連合会会長に提出するものとする。 
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（決定） 

第７条 表彰の審議は、連合会の正副会長において審議し、理事会に諮り決定する。 

２ 連合会会長は、前項に基づき表彰を決定したときは、その旨を表彰決定通知書

（様式第３号）により関係者に通知するものとする。 

（善行賞への推薦） 

第８条 表彰を受けた者が、春日部市表彰規則（平成１７年規則第８０号）第５条

に規定する善行賞の要件を満たすこととなった場合は、善行賞の候補者として市

長に推薦する。 

（その他） 

第９条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要領は、平成２９年９月１日から施行する。 

 （春日部市自治会連合会地域貢献賞表彰要領の廃止） 

２ 春日部市自治会連合会地域貢献賞表彰要領（平成 20 年 12 月 19 日制定。以下「旧

要領」という。）は、廃止する。 

 （経過措置） 

３ この要領の施行の日前に、旧要領の規定により表彰を受けた者は、この要領の

規定により表彰されたものとみなす。 

附 則 

この規程は、令和２年９月２４日から施行し、令和２年６月２９日から適用する。 

様式第１号（第４条関係） 

表
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状
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様式第２号（第６条関係） 

表 彰 候 補 者 推 薦 書

令和  年  月  日

   春日部市自治会連合会長 様

        地区自治会連合会 

    会長名             

推薦者 自治会名           

自治会長名          

  次の者は、春日部市地域貢献賞に該当すると認められますので推薦いたします。

ふりがな

生年月日 年  月  日氏 名 

（団体名）

活動の 

内 容 
（〇を付ける）

公共生活 ・ 生活安全 ・ 環境美化 ・ 青少年指導 

社会福祉 ・ 自然と文化財保護 ・ 人命救助又は災害防止 

その他（                      ） 

住 所
（所在地）

〒

電話     （    ）       

職 業

経 歴

活動歴 （   年  カ月 ）

功績の 

概 要

 （注）必要に応じ、関係資料を添付すること。
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様式第２号（第６条関係） 

表 彰 候 補 者 推 薦 書

令和  年  月  日

   春日部市自治会連合会長 様

         地区自治会連合会 

    会長名           

推薦者 自治会名         

自治会長名        

  次の者は、春日部市地域貢献賞に該当すると認められますので推薦いたします。

ふりがな

生年月日 年  月  日氏 名 

（団体名）

活動の 

内 容 
（〇を付ける）

公共生活 ・ 生活安全 ・ 環境美化 ・ 青少年指導 

社会福祉 ・ 自然と文化財保護 ・ 人命救助又は災害防止 

その他（                      ） 

住 所
（所在地）

〒

電話     （    ）       

職 業 例）主婦、会社員、自営業、農業、無職 など 

経 歴

Ｈ10．4～Ｈ14．４／集会所周辺の清掃及び花植え活動を開始 

Ｈ14．５～現在／自治会員から参加を募り、活動場所を広げる 

Ｈ16．４～Ｈ18．３／いきいきサロン会計に就任 

Ｈ18．４～現在／いきいきサロン代表に就任 

功績の 

概 要

１３年間、集会所周辺のゴミ拾いと、集会所の花壇の管理をし

ている。 

平成１４年より、自治会員から参加を募り、活動場所を藤通り

にも広げ、地域の環境美化に貢献している。 

また、平成１６年からは「いきいきサロン」の会計に就任し、

社会福祉にも貢献。平成１８年より同代表に就任し、現在に至

る。

（注）必要に応じ、関係資料を添付すること。 

活動開始年月や活動内容、

役職など出来る限り詳し

く記載してください。 

主要部分の記入例 
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地域貢献賞被表彰者選考基準 
（表彰の目的） 

春日部市内における地域活動では、マスコミ等で取り上げられるような目立つ行動をし

ていなくても、地道でかつ立派な活動をされている方が多くいらっしゃいます。そのような

方たちの功績を讃えるとともに、多くの市民のみなさんにその活動を知っていただき、地域

コミュニティの活性化を図ることが目的です。 

（表彰の効果） 

受賞者の活動内容や理念を知っていただくことで、地域活動に対する理解や関心を高

め、自治会活動が目指す「共に助け合い、暮らしに身近な地域の課題を解決しながら、心

豊かに安心して暮らせる地域社会づくり」に寄与すると考えます。さらに、自治会の存在を

広く市民にＰＲし､自治会活動の充実を図り､自治会会員の加入増を期待します。 

（表彰の対象） 

市内における自発的かつ継続的な地域活動のうち、個人の場合概ね３年間以上、また

は、団体の場合概ね８年間以上行われているもので、次のようなものを対象とします。 

①活動を通して地域社会に大きな功績や貢献があったと認められ、他の模範と認められる

もの 

②表彰の対象となる活動について、役務の提供の対価を受けていないもの 

③他の機関から受賞をした活動を除くもの 

※宗教活動・政治活動・営利活動及び職務としての活動などは、対象となりません。 

貢献賞の対象となる善行事例 

種 別 善 行 事 例 

公共生活 

１ 日頃から挨拶など温かな心で接して、地域交流を行っているもの 

２ 地域コミュニティの向上や地域の発展・まちづくりに尽力しているもの 

３ 人との交流・心のふれあいを通じ、コミュニティ意識を深め、輪を広げる活動

を行っているもの 

生活安全 

１ 交通整理や交通指導、地域パトロールなど、事故防止や生活安全活動を

行っているもの 

２ 犯罪防止や犯人検挙に協力するなど安心なまちづくりに尽力したもの 

環境美化 

１ 道路・公園・広場などの公共の場等の清掃美化活動、環境保全、改善活動

や花いっぱいなどの緑化活動を行っているもの 

２ 空き缶・古紙などの資源リサイクル活動やゴミ減量の活動を行っているもの 

青少年指導 

１ 見守りや声かけ運動・非行少年の補導など、青少年の健全育成に尽力して

いるもの 

２ 音楽やスポーツ・郷土芸能などを通して青少年の教育・指導活動を行って

いるもの 

社会福祉 

１ 配食や奇術・音楽など、高齢者や社会的弱者に対する慰問、激励、安否確

認などを行っているもの 

２ 介護や話し相手ボランティアなど、地域のつながり、ふれあいを大切にした

奉仕活動を献身的に行っているもの 
自然と 

文化財保護 
郷土の自然・風致・史跡など文化遺産の保全、保護等を行っているもの 

人命救助・ 
災害防止 

人命の救助や、災害を未然に防止するなど、他の模範となり、特に表彰に値

すると認められる行為を行ったもの 

その他 
その他、住民の融和と連帯による地域社会づくりに貢献し、表彰に値すると認

められる行為を行っているもの 
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１３．春日部市自治会連合会加盟自治会

No 自治会名 代表者氏名
加　入
世帯数

No 自治会名 代表者氏名
加　入
世帯数

1 上町町内会 木村　浩 127 24 内牧一区自治会 関根　昇 116

2 仲町町内会 早川　潔 228 25 内牧二区自治会連合会 齋藤　栄 500

3 本町地区会 坂田　好之 139 26 内牧三区 鈴木　正治 105

4 三枚橋町内会　 利根川　茂 845 27 内牧四区地区 野村　三男 215

5 一宮町町会　 長谷川　紀八郎 474 28 ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟｰｸ春日部自治会 草刈　祐一 229

6 東町町会 福原　政行 820 29 梅田一区地区 岩松　捷次 165

7 川久保自治会 飯島　登 903 30 梅田二区自治会 田中　良司 340

8 大砂町内会 中村　正博 231 31 梅田本町地区 須田　秀雄 313

9 元新宿町内会 大野　雅司 1,151 32 栄町一丁目町会 飯塚　悦子 564

10 内谷町会 佐藤　博 1,310 33 栄町二丁目町会 渡辺　興治 327

11 大池町会 筧田　吉一 880 34 栄町三丁目町会 森　義久 410

12 浜川戸町内会 福富　宜弘 378 3,284

13 宮本町町会 近藤　輝男 378

14 八木崎町会 鈴木　勇 672

15 内出町会 榮水　直樹 267 No 自治会名 代表者氏名
加　入
世帯数

16 春日町町内会 松永　彰 104 35 備後下自治会 原田　敏彦 100

17 旭町町内会 坂巻　順 69 36 備後東六丁目地区自治会 海老沢　昭三 280

18 幸町町内会 伊藤　英夫 25 37 正善第一自治会 高橋　泰稔 197

19 富士見町会 津山　宏一 360 38 正善第二自治会 上原　十九三 198

20 元町町会 飯山　雅一 288 39 備後田島自治会 古坂　正人 220

21 中央１丁目町会 村田　勸 508 40 東急武里自治会 近江　大介 440

22 中央二丁目町会 白石　昌三 145 41 備後上地区 上野　正己 780

23 立沼町会 並木　素生 425 42 備後西川自治会 石田　賢次 480

10,727 43 備後宮田自治会 橋本　和久 540

44 備後同友自治会 佐久間　勝 287

45 備後朝日ヶ丘自治会 佐藤　正行 135

46 備後須賀第一自治会 松井　正行 221

合計１９８自治会加盟／６２，３３１世帯加入
加入世帯数：令和4年3月1日現在
代表者氏名：令和4年5月1日現在

春日部市の総世帯数１０９，６８１世帯（ 令和4年3月1日現在）

→ )(続く

粕壁地区 ２３自治会 内牧地区 １１自治会

内牧地区加入世帯数

武里地区 ４０自治会

粕壁地区加入世帯数
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47 備後須賀第二町会 久保谷　実 251 No 自治会名 代表者氏名
加　入
世帯数

48 備後須賀第三自治会 石川　實三 260 75 谷原中央自治会 板橋　弘子 371

49 備後須賀第四自治会 野村　幸男 195 76 谷原一丁目町会 佐々木　嘉昭 364

50 備後須賀第５自治会 釼持　盈 273 77 谷原二丁目町会 今野　吉郎 215

51 一ノ割本田第一自治会 林　俊一 320 78 谷原三丁目町会 園田　俊博 198

52 一ノ割本田第二自治会 川崎　由美子 325 79 大沼ゆりの木自治会 山下　裕基 640

53 一ノ割本田第三自治会 香山　幹男 422 80 下谷原地区自治会 小川　寛 320

54 一ノ割根耕地自治会 松崎　忠悦 609 81 上大増自治会 本橋　一好 109

55 一ノ割新田・大沼自治会 金重　一夫 1,073 82 下大増自治会 小島　悦郎 42

56 薄谷自治会 石田　充正 205 83 豊町自治会 小野　つた 495

57 武里中野地区自治会　 山崎　勇喜 393 84 豊町東地区自治会 高倉　康有 467

58 白百合自治会 板橋　正充 120 85 豊町西地区 高山　強 219

59 武里みどり住宅地自治会 戸塚　晃 416 86 豊町南立野自治会 山口　公利 210

60 増田新田地区自治会 員田　眞一 24 87 増富地区 石塚　郁志 782

61 大場駅西自治会 上原　進 370 88 増富東地区 二瓶　省三 682

62 大場中央自治会 君塚　峰則 482 89 増戸地区自治会 根岸　忠男 263

63 大場新田自治会 田中　実 429 90 上蛭田地区 関根　金次郎 1,051

64 大場谷中自治会 原田　利雄 440 91 上蛭田西自治会 高橋　寿昭 230

65 大場東口自治会 柴田　透 120 92 下蛭田自治会 小保方　敏美 368

66 大畑自治会 渡辺　進 661 93 下蛭田中央自治会 細井　隆治 543

67 大畑新田自治会 荒木　利夫 300 94 花積地区 千葉　祥一 223

68 大枝地区自治会 伊澤　秀雄 737 95 花積西自治会 田中　秀樹 115

69 大枝南自治会 蓮見　公三 170 96 道口蛭田地区自治会 齋藤　安行 255

70 シティプラザ自治会 大林　充 130 97 ルネ春日部自治会 岡本　文雄 321

71 大枝池の端自治会 植田　拓朗 378 98 南中曽根地区会 岡崎　芳男 643

72 大枝東自治会 庄野　豊 300 99 宮川自治会 島田　明夫 247

73 千間一丁目自治会 瀬戸　金悦 161 100 新方袋連合自治会 山口　潤 450

74 ５街区地区町会 阿久澤　明美 560 101 ｻﾆｰﾀｳﾝ春日部自治会 瀬川　公三 171

14,002 102 ふじの街自治会 野澤　浩明 163

103 八木崎文化村自治会 田村　守 93

104 春日部ｸﾞﾘｰﾝｺｰﾌﾟ自治会 青木　かおり 120

10,370

武里地区加入世帯数

豊春地区加入世帯数

↓（武里地区／続き ） 豊春地区 ３０自治会
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No 自治会名 代表者氏名
加　入
世帯数

No 自治会名 代表者氏名
加　入
世帯数

105 八丁目新町地区 岡田　友宏 87 128 赤沼自治会　 鈴木　行男 305

106 八丁目上組地区 白石　栄二 324 129 銚子口自治会 中島　邦彦 230

107 八丁目新仲町会 藤田　季彦 497 130 本田上自治会 時田　美野吉 727

108 八丁目下組地区会 関口　恒次 236 131 本田中自治会 酒井　秋男 80

109 八丁目新田自治会 大塚　和彦 143 132 本田下自治会 小川　喜美雄 170

110 八丁目五丁田地区 田口　八三 37 133 藤塚新田地区 田中　一男 451

111 小渕松河町地区 石井　利夫 162 134 三本木自治会 高橋　栄二 322

112 小渕追分自治会 柴田　秀 215 135 荻原自治会 内海　政弘 182

113 小渕本村地区 箱﨑　秀世 1,360 136 藤ヶ丘自治会 田辺　晴彦 462

114 小渕観音前自治会 佐藤　吉一 166 137 野口自治会 川合　恒典 65

115 小渕原前地区 荻原　政邦 231 138 新川島自治会 髙橋　一男 280

116 小渕島自治会 菱沼　和保 586 139 藤ヶ丘文化村自治会 小川　保 910

117 東不動院野自治会 松本　敏幸 99 140 六軒地区自治会 宮入　勇 728

118 西不動院野地区 髙﨑　光英 191 141 豊野町自治会 蓮見　満 395

119 樋籠第一地区自治会 市川　大倫 139 5,307

120 樋籠柳原地区 小林　弘 150

121 向島地区 野口　一男 65

122 樋堀地区自治会 金子　和男 324

123 新川地区 栗原　幸男 58

124 牛島一番組自治会 関根　茂夫 359

125 牛島２番組自治会 高橋　悟道 148

126 牛島３番自治会 村山　保雄 231

127 牛島４番地区自治会 鈴木　敏仁 740

6,548

豊野地区加入世帯数

幸松地区加入世帯数

幸松地区 ２３自治会 豊野地区 １４自治会
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No 自治会名 代表者氏名
加　入
世帯数

No 自治会名 代表者氏名
加　入
世帯数

142 新生一区 渡邉　正弘 72 171 西金野井北区 渡辺　正雄 687

143 新生二区 山地　和憲 66 172 西金野井西区 細谷　悟 807

144 新生三区 山口　年明 28 173 西金野井東区 中田　弘 1,143

145 新生四区 荒井　明 33 174 東急南桜井自治会 遠藤　清彦 107

146 新生五区自治会 木村　亞人 45 175 大衾区 大上　実 600

147 六区自治会 久保田　賢二 147 176 大衾県住自治会 薄井　安男 44

148 米島駅南地区 石田　慎一 172 177 ガーデンタウン自治会 鎌田　久則 83

149 南桜井東映団地自治会 大宮　功 160 178 三井南桜井自治会 大竹　規之 253

150 殖産自治会 作山　泰彦 125 179 南桜井ﾛｰｽﾞﾀｳﾝ自治会 小川　正紘 60

151 新八自治会 落合　幹雄 128 180 正風タウン自治会 渡邊　真枝 145

152 グリーンホーム自治会 三上　雅史 107 181 金崎区 中田　猛 236

153 米島第一区 前島　英喜 452 182 永沼区 嶋村　清 291

154 新宿新田区 楳原　勝幸 715 183 下柳区 小谷中　浩 225

155 中屋舗自治会 木村　重夫 64 184 上柳区 松村　寿一 192

156 米島ﾆｭｰﾀｳﾝ自治会 加藤　幸夫 267 185 有楽南桜井自治会 望月　裕夫 154

157 南桜井ｻﾆｰﾀｳﾝ自治会 三沢　明隆 172 186 神間区 新井　啓之 86

158 米島第二区 亀山　靖 231 187 椚区 土渕　光男 71

159 北部新宿区 小倉　一雄 215 188 立野区 砂川　孝一 100

160 桜井団地区 室園　真奈美 156 189 榎区 中田　庄次 55

161 米島第三区 尼子　公俊 434 190 小平区 島村　武司 46

162 江戸川団地自治会 川崎　勝男 184 191 下吉妻区 森田　文夫 29

163 水角区 関口　徹也 134 192 上吉妻区 芝田　忠男 49

164 赤崎区 花形　利夫 90 193 西宝珠花区 泰楽　富夫 451

165 飯沼区 中井　訓 63 194 西親野井区 齋藤　昇 57

166 米崎区 森田　伝 112 195 塚崎区 新井　勝 49

167 東中野区 澤田　英雄 1,056 196 倉常区 日下部　雄一 76

168 桜台一区 森本　峰至 137 197 芦橋区 伊藤　幸広 57

169 桜台二区自治会 加集　肇 230 198 木崎区 新井　義昭 25

170 南桜井自治会 仲田　清一郎 120 12,093庄和地区加入世帯数

→ )(続く

庄和地区 ５７自治会 ↓（庄和地区／続き ）
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１４．春日部市における自治会への加入促進に関する協定の概要 

趣  旨 春日部市自治会連合会、公益社団法人埼玉県宅地建物取引業協会埼葛支

部、春日部市の三者が、安心安全で住みよいまちづくりを目指して、自治会

加入を促進するため、相互に連携、協力すべく平成２５年８月に協定書を取 

り交わしました。 

実施内容 埼葛支部会員のうち、春日部市内の加盟店において、住宅購入者やアパー

ト等の賃貸契約者に、自治会連合会が作成した、加入促進のチラシに、自治

会名、自治会長の連絡先等を記入して配布することで、自治会加入の働きか

けを行なっています。 

１５．春日部市犯罪情報の住民提供等に関する協定の概要 

趣  旨 春日部市自治会連合会、春日部警察署、春日部市の三者が、犯罪から地域

住民を守り、住民生活の安全・安心を図るため、犯罪情報の提供及び犯罪の

注意喚起に協力すべく平成２８年２月に協定書を取り交わしました。 

実施内容 ① 提供を受けた犯罪情報について、地域住民への注意喚起への協力 

② 自治会内での安心安全メール（情報伝達媒体）の普及活動、警察活動へ

の協力 

③ 犯罪情報を認知した場合の速やかな通報など 
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１６．自治会加入促進事業

自治会連合会と市では、平成２５年度に実施しました「自治会加入状況等に関する調査」の結果を基

に、加入促進の方向性や加入促進に向けた取り組みをまとめた「自治会加入促進実施計画」を平成２７

年３月に策定しました。 

この計画に基づき、加入呼びかけの進め方や取組参考例、想定問答集など掲載した「自治会加入促

進マニュアル」を平成２８年４月に策定しました。 

平成３０年には自治会連合会のホームページを創設し、各自治会のイベントや加入促進の取組状況

など自治会活動に関する情報お知らせしているところです。 

令和元年１０月には市内事業者の協力を賜り、自治会員の皆様に「自治会に加入してよかった」という

新たなメリットを感じてもらうため、「かすかべ自治会カード」事業を開始しました。 

令和４年３月には「自治会とはなにか、どんなことをしているのか」といったことをかわいいイラストで分

かりやすくまとめた「“じちかい”ってなんだろう？自治会ミニガイド」を作成し、市内に転入してきた方に

配布をしているところです。 

【その他の取り組み事例】 

〇自治会加入の呼びかけ及び啓発品の配布（豊春地区：令和３年１１月） 

〇転入手続きの際、市民課記載台に啓発品を設置（春日部市役所：令和３月～４月） 
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○○○ 住みよい街は地域の絆から ○○○ 

自治会は生活に密着した様々な活動を行なっています。自治会に加入して 
みんなで住みよい豊かなまちにしていきましょう。お住まいの地域の自治会がご不明の場合は、 
ご近所の方、または市役所市民参加推進課（ 736－1127）へお問い合わせください。 
自治会加入申込書を切取り、お近くの自治会の役員にお申し込みください。 

------------------------------------------------------------------きりとりせん----------------------------------------------------------------- 
自治会加入申込書 

自治会（町会・地区・区）会長 様 

年   月   日     

住 所   春日部市 

世帯主氏名   

電 話 番 号   

ご家族の氏名 

（任意記入） 

お祭り、体育祭などを開催し、 
住民同士の交流を深めます

ごみ集積所の維持管理、道路や公園
の清掃活動を行ないます

こどもから高齢者まで、地域の皆で
見守りあう活動をします

広報紙や回覧板で地域の情報をお
知らせします

防犯パトロールや 
防災訓練を 
実施します

（コピーしての利用可能です。）
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や

自治会に加入して

春日部市自治会連合会・ 春日部市・ 公益社団法人埼玉県宅地建物取引業協会

自治会Q＆A

春
日
部

こどもから高齢者まで、

地域の皆で見守りあう活動をします

ささ
えあう

自治会って何ですか？
「 自分のため」、「 みんなのため」 にもなる組織です。

地域に住む人たちが、協力して住みよい豊かなまちづく りを目指して、様々な活動を

行っている任意の団体です。

昔から住んでいる人、最近引越してきた人、アパート 暮らしの人。みんな自分が住ん

でいる地域が「 住みよいまち」 であって欲しいと思う気持ちは同じです。自治会は「 住

みよいまち」 をつく るために、様々な活動を行っています。

自治会に加入すると、 どのようなメリット がありますか？
加入していること自体がメリット です。

自治会は「 住みよいまち」 のために、防災・ 防犯活動、親睦活動、環境美化活動、広

報活動など様々な活動を行っています。

私たちの生活の当たり前の安心や気持ち良い生活は、実は自治会活動があってこそで

す。誰かにお仕着せで与えられるのではなく 、自治会に加入して自分でお気に入りの「 住

みよいまち」を作っていけるのは楽しいことです。きっと、それはみんなの「 住みよいまち」

にもなるでしょう 。

どうして自治会でお祭りや行事をするの？
地域でしか子どもたちに体験させられないものだからです。
親は家庭の中で誕生会や、旅行など様々な体験をさせてあげられます。けれど、普段

住んでいるまちの中で、遠く から聞こえてく る盆踊りの音や、友達と一緒に屋台に並ぶ

ワクワク感は、地域のまちでしか体験できません。

お祭りや行事を催すのには、労力がかかります。 でも、地域の子ども達が「 ふるさと

春日部」 の情景を大事にして育ってもらえれば嬉しく ないですか？

きっと、その情景は次の世代にも引き継がれていく ことでしょう 。

高齢で自治会の事業にもなかなか参加できない。自治会費

だけ払っているのは無駄じゃないの？
自治会に加入していることであなたも地域に貢献しています。

自治会活動は皆さんの自治会費によって運営されています。

ご高齢だったりお仕事が忙しく て、結果的に自治会の事業に参加できなく ても、皆さ

んからいただいた自治会費により自治会活動は行われています。皆さんもしっかり地域

に貢献しているのです。

他にもどんなことが出来るのか、まずは自治会に相談してみましょう 。

いざとなったら行政が何とかしてく れるでしょ？
災害時に頼れるのは「 遠く の親戚より近く の自治会」

大きな災害時には同時多発的に広範囲で被害が発生するため、救急車や消防車がすぐ

に駆けつけることはできません。

自分の命は自分で守る。 まずは「 自助」 が重要ですが、その次に頼りになるのは「 遠

く の親戚より近く の自治会」 です。

災害時などの混乱の中、周りが知らない人ばかりでは不安ですよね。日ごろから自治

会を通じて顔の見える関係づく りをしておく ことが、いざという時のお守りになります。

Q

Q

Q

A

A
A

A

Q

A

Q

カード の提示により市内協力店から

サービスが提供されます。

お買い物はぜひ市内のお店で。

詳細は自治連ホームページ▶▶▶

201
9年11月から

自治会カード 事業
が始まり ます

お祭り、体育祭などを開催し、

住民同士の交流を深めます

ふれあう

横
断
中

防災訓練や

防犯パト ロールを実施します

まもる

広報紙や回覧板で

地域の情報をお知らせします

つたえる

ごみ集積所の維持管理、

道路や公園の清掃活動を行います

美し
く する
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１７．自治会運営相談窓口 

 単位自治会で抱える様々な問題点であっても、他で良い解決策を持っていたり、共通

課題として他の自治会関係者と一緒に考えたりすることで問題解決の糸口が見えてくる

かもしれません。自治会運営の困り事などを、みんなで話し合ってみませんか？ 

・退会者が増加して運営が厳しい 
・役員のなり手がいなくて困った 
・隣接の地区と合併したい など・・・ 

地域の地区自治会連合会又は 

       春日部市自治会連合会事務局に連絡を！ 

・時間、場所、出席者の調整 

お問い合わせは  各地区自治会連合会又は、事務局へ 

事務局：春日部市役所市民参加推進課 048-736-1111 内線 2875・2876 

まずは、隣の地区と 
合同で活動してみ 
ては？ 退会者が増えて 

困っています。 

それでは、関係者で相

談してみましょう！ 

他の自治会はどう

しいるのだろう？ 

誰かアドバイスし

てくれないかな 
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１８．自治会連合会ホームページ

若い世代をはじめ、あらゆる方々へ自治会活動をより効果的に紹介していくためにホームペ

ージを開設。現在展開中の事業から、各自治会の情報、更には、各種届出書類の掲載や地

域で抱える問題点を自治会相互に知恵を出しあい解決へと導く場を設けています。 

ぜひ、春日部市自治会連合会 で検索し活用ください。 
[ http://kasukabe-jichiren.net/  ] 

「トップページ」 

検索サイトで、「春日部市自治会連合

会」と入力すると出てきます。画面は下

方に展開できます。

「自治会カード」 

業者募集 地元に協力頂けるお店があ

りましたら、こちらに申込書があります。

エクセル版も利用可。 

｢案内・報告｣ 

各自治会での事業予告や話題が掲載さ

れています。他所での事例を学ぶきっか

けにもなりそうです。ぜひ、事務局

へ情報を！

応募事業者 特典を得られるお店への

地図や営業情報、店のホームページへ

のリンク。 

トピックの部分をクリックして展開させ、記

事・写真をご覧ください。 

活動保険、個人情報、認可地縁

団体等の情報や、自治会長異動

届、広報部数変更届、各種書類

一覧ページはこちらから。ワード・

エクセル版なども有り便利です。 

平成 9 年の会報 1 号から掲載していま

す。懐かしい話題に読みいってしまいま

す。 

「案内・様式」 

各自治会を個別に紹介するページへ展

開。年間事業予定表や写真などから特

徴を知ることができます。内容の更新は

随時応じますので、ご連絡ください。 

連合会の知恵袋 各自治会での困りごとや解決策を共有するた

めのコーナーです。新規勧誘や既存会員の役職免除や退会等

の対応に苦慮されていることも聞き及びます。これらの悩みも含

め、対応事例などもお寄せください。固有情報を一般化して共有

します。 
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１９．かすかべ自治会カード

趣  旨 「自治会に入っていてよかった」という新たなメリットを創出すると同時に、自治会

員としての連帯感の醸成や、いざという時の防災情報取得、市内事業者の協力

によるサービスを受けることのできる機能があるカードを配布して、地域経済をも

含めたコミュニティ全体をさらに活性化していきます。（令和元年11月1日開始） 

実施内容 ●カードの配布   各自治会から会員世帯に対し 1枚配布されます。カード

を破損及び紛失した場合は、所属自治会にご連絡くだ

さい。また、自治会退会の場合はカードを所属自治会長

に返還ください 

●有効期間        令和 6 年 10 月 31 日 

●使用方法        カード裏面に自治会名・世帯代表氏名等を記載いた

だき、のぼり旗やステッカー表示のある協力事業所でカ

ードを提示ください。カードが利用できるのは同居の家

族までです。その他の人への貸与・譲渡の場合は無効

とします。 

                  なお、協力事業店の所在、営業状況、サービスの内容

等は連合会ホームページで確認ください。内容は随時

更新していますが、変更になる場合もありますので、各

事業所でもご確認ください。また、サービス自体は各協

力事業所のご好意によるもので、自治会連合会の権

限・責任で提供することはできませんことをご了承くださ

い。 

●協力事業者の募集 協力事業店の募集は随時受け付けています。 

協力いただけるお店がありましたら、次ページの申込書

に記入いただき市民参加推進課へ提出ください。 

申込書や協力店情報他詳細は、連合会ホームページか 

らもご覧いただけます。 
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地域コミュニティ
の活性化 

自治会員 協力店 

かすかべ自治会カード 活用案内 

かすかべ自治会カードには次の３つの機能があります 

いろいろと工夫してぜひご活用ください 

①自治会員証機能 

 各自治会の行事などで提示することで、

連帯感を醸成し自治会活動の活性化につ

なげることができます。 

活用事例 

「内谷町会」 

②防災情報機能 

家族で共有する避難場所の記

入や、最新の防災情報が得られ

る QR コードの掲載などによ

り防災意識を向上させる機能 

 市内協力店の皆様に、過度な負担とならない位のちょっとした「お気持

ち」によるサービスを提供いただき、自治会員も地域の大切な財産である

協力店から買い物をするよう努める「気持ち」を返すことで、地域を一緒

に盛り上げコミュニティの活性化につなげていく機能 

③地域活性化機能 

※171店舗の詳細情報は、 

自治連HPをご覧ください 

サービス 

購入機会
の拡大 

35



【エクセル版】が連合会ホームページ（トップページ）のカード事業記述部分にある「市内協力事業者様を

募集」のアイコンから展開するページからダウンロードできます。（このページのコピーに記入でも可能です） 
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２０．ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の推進 

ＳＤＧｓとは 

・ 「誰一人取り残さない」持続可能で多様性、包摂性のある社会の実現のため、 

２０３０年を限度とする１７の国際目標と１６９のターゲットを設定 

・ ２０１５年９月の国連サミットにおいて全会一致で採択 

自治会諸活動との関連性 

①全般的な自治会活動は１１・１７のゴール（目標）に関連します。 

②防災・避難支援・防犯等の活動は１１・１３・１６のゴールに関連します。 

③ごみの減量化、資源化への協力は１２・１４のゴールに関連します。 

④各種行事やイベントなどは１１・１７のゴールに関連します。 

⑤かすかべ自治会カードは８・１１のゴールに関連します。 

春日部市の取り組み 

春日部市では令和元年９月に春日部市ＳＤＧｓ推進本部を設置し、春日部市

役所プラスチック・スマート宣言のもと、プラスチック削減への取り組みをするほか、

市職員全員がＳＤＧｓロゴマークのピンバッジを着用し啓発を実施しています。

ＳＤＧｓの取り組みは様々なステークホルダー（広い意味で関わり合うことのある関係

者）の主体的な行動が重要となることから、春日部市自治会連合会としても市の

取り組みに協力していきます。 

そこで、市が募集している「かすかべＳＤＧｓパートナーズ」へ応募を表明し、会

員第１号として登録されました。また、連合会では SDGｓマークのピンバッジを購入

し各自治会長に着用いただき、地域での推進機運が高まるよう後押していきます。 
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